
　わ
が
国
は
、
電
気
事
業
法
に
よ
り

電
気
事
業
の
運
営
が
規
制
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
事
業
者

の
種
類
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

T
able 1

に
示
す
よ
う
に
、
地
域

の
電
力
会
社
（
北
海
道
電
力
か
ら
沖

縄
電
力
ま
で
の
10
社
が
あ
り
、「
一
般
電
気
事
業
者
」と
言
い
ま
す
）以
外
に
、

「
卸
電
気
事
業
者
」、「
卸
供
給
事
業
者
」、「
新
電
力
（
特
定
規
模
電
気
事

業
者
）」
な
ど
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　戦
後
、
わ
が
国
の
国
民
生
活
と
企

業
活
動
、
経
済
成
長
は
、
低
廉
で
安

定
的
な
供
給
が
な
さ
れ
て
き
た
「
電

気
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

垂
直
一
貫
体
制（
発
電
部
門
、送
配
電
部
門
、小
売
部
門
が
同
じ
電
力
会
社
）

に
よ
る
地
域
独
占
、
原
価
回
収
が
保
証
さ
れ
た
電
気
料
金
設
定
と
い
う
電

気
事
業
制
度
の
下
、
大
規
模
電
源
の
確
保
と
各
地
域
へ
の
供
給
保
障
を
実

現
し
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
状
況
に
あ
っ
て
、
国
際
的
に
割
高
な
水
準
に
あ
っ
た
わ
が
国
の
電

気
料
金
の
高
コ
ス
ト
構
造
に
関
す
る
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
１
９
９
５
（
平

成
７
）
年
に
卸
電
気
事
業
の
参
入
許
可
の
原
則
撤
廃
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
者
の

参
入
）
と
い
う
第
１
次
制
度
改
革
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
１
９
９

９
（
平
成
11
）
年
の
第
２
次
制
度
改
革
（
大
規
模
工
場
や
デ
パ
ー
ト
等
契

約
電
力
２
０
０
０
kW
以
上
の
特
別
高
圧
需
要
家
を
対
象
と
し
た
部
分
自
由

化
）、
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
の
第
３
次
制
度
改
革
（
中
規
模
工
場
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
契
約
電
力
50

　
kW
以
上
の
高
圧
需
要
家
ま
で
自
由

化
範
囲
の
拡
大
を
行
っ
た
）、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
の
第
４
次
制
度

改
革（
卸
電
力
取
引
所
の
取
引
活
性
化
に
向
け
た
改
革
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
発
電
部
門
に
お
け
る
競
争
原
理
が
導
入

さ
れ
る
と
と
も
に
、
小
売
部
門
に
お
い
て
部
分
自
由
化
が
実
現
し
、
２
０

１
１
年
時
点
で
、
全
需
要
の
62
％
が
自
由
化
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、自
由
化
市
場
に
お
け
る
新
電
力
の
シ
ェ
ア
は
、現
在
で
は
３
・

６
％
程
度
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
別
に
見
る
と
、
関
東
や
関
西
等
の

大
都
市
圏
に
お
い
て
は
比
較
的
高
い
も
の
の
、
地
方
に
お
い
て
は
非
常
に

低
く
、
ほ
と
ん
ど
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。
依
然
と
し
て
、
一
般
電
気
事

業
者
に
よ
る
事
実
上
の
独
占
と
い
う
市
場
構
造
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
太

平
洋
沿
岸
の
原
子
力
発
電
所
や
火
力

発
電
所
の
停
止
に
よ
り
、
関
東
地
区

で
は
電
力
供
給
量
が
不
足
し
、
計
画

停
電
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
後
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
全
国

の
ほ
と
ん
ど
の
原
子
力
発
電
所
の
停
止
が
続
き
、
関
西
地
区
を
中
心
に
電

力
需
給
が
ひ
つ逼

　
ぱ
く迫

し
ま
し
た
。

　さ
ら
に
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
、
電
力
供
給
の
安
定
性
や
価

格
等
、
現
行
の
電
力
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
限
界
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　２
０
１
３
年
２
月
に
発
表
さ
れ
た
政
府
の
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門

委
員
会
」
の
報
告
書
で
は
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
環
境

変
化
と
し
て
以
下
の
５
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
基
幹
電
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
原
子
力
発
電
へ
の
信
頼
が
大
き
く

揺
ら
い
だ
。

②
大
規
模
電
源
の
供
給
力
確
保
の
リ
ス
ク
、
需
給
調
整
の
柔
軟
性
の
欠
如

が
露
呈
し
た
。
節
電
等
の
需
要
側
の
工
夫
や
分
散
型
電
源
が
、
需
給
調

整
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
需
給
の
逼
迫
に
対
し
て
、
他
地
域
か
ら
の
電
気
の
融
通
で
の
対
応
に
お

い
て
、
東
西
の
周
波
数
の
違
い
、
周
波
数
変
換
設
備
や
一
部
の
連
系
線

容
量
の
制
約
等
に
よ
り
、
供
給
力
の
広
域
的
な
活
用
に
限
界
が
あ
っ
た
。

④
電
力
を
選
択
し
た
い
と
い
う
国
民
意
識
が
高
ま
り
、
ま
た
、
多
く
の
需

要
家
が
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使
用
量
の
制
約
が
大
き
な
経
済
価
値
を
持
つ

こ
と
に
気
が
付
い
た
。

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
多
様
な
供
給
力

の
活
用
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
い
っ
そ
う
の
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
高
い
需
給
調
整
能
力
や

地
域
を
連
系
す
る
送
配
電
網
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

　３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
れ
ら
の
問
題
点

に
対
し
て
、
以
下
の
３
つ
の
目
的
か

ら
な
る
新
た
な
電
気
事
業
制
度
お
よ

び
電
力
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

①
安
定
供
給
を
確
保
す
る

②
電
気
料
金
を
最
大
限
抑
制
す
る

③
需
要
家
の
選
択
肢
や
事
業
者
の
事
業
機
会
を
拡
大
す
る

　検
討
の
結
果
、
以
下
の
３
段
階
に
よ
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
方
針
が
示

さ
れ
、
２
０
１
３
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の
設
立
│
│
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
を
目
途

　平
常
時
、
災
害
等
に
よ
る
需
給
逼
迫
時
を
問
わ
ず
、
需
給
調
整
を
行
う

「
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
定
供

給
体
制
の
抜
本
的
強
化
、
電
力
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
た
め
、
従
来
の
区
域

（
エ
リ
ア
）
概
念
を
超
え
た
全
国
規
模
で
の
需
給
調
整
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
│
│
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
を
目
途

　家
庭
部
門
を
含
め
た
す
べ
て
の
需
要
家
が
電
力
供
給
会
社
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
小
売
の
全
面
自
由
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
従
来
企
業
が
行
っ
て
き
た
よ
う
に
家
庭
も
自
由
に
電
力

会
社
を
選
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
電
に
お

い
て
も
卸
規
制
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

③
発
送
電
分
離
│
│
２
０
１
８
（
平
成
30
）〜
２
０
２
０
（
平
成
32
）
年

を
目
途

　電
力
会
社
の
送
配
電
部
門
を
別
会
社
に
す
る
発
送
電
分
離
が
行
わ
れ
ま

す
。
発
電
事
業
者
や
小
売
電
気
事
業
者
が
公
平
に
送
配
電
線
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、電
気
の
小
売
料
金
の
規
制
が
完
全
撤
廃
さ
れ
、

競
争
原
理
で
電
気
料
金
が
決
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　わ
が
国
の
電
気
事
業
は
、
地
域
別

分
割
、地
域
独
占
、発
送
電
一
貫
経
営
、

民
営
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
欧
米
と

比
べ
て
自
由
化
の
導
入
が
遅
れ
て
い

ま
し
た
。

　欧
州
は
、Ｅ
Ｕ
電
力
指
令
（
加
盟
国
の
共
通
規
則
）
に
よ
り
１
９
９
６

年
に
小
売
市
場
の
段
階
的
な
自
由
化
が
始
ま
り
、
２
０
０
７
年
ま
で
に
す

べ
て
の
需
要
家
を
対
象
と
し
た
小
売
自
由
化
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
米
国
は
州
単
位
で
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
１
９
９
７
年

に
北
東
部
の
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
で
産
業
用
需
要
家
に
限
定
し
た
自
由

化
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
２
０
１
１
年
１
月
現
在
で
、
自
由
化
さ
れ
た
の

は
15
州
＋
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
資
料
に
よ
る
）。
自
由
化
に
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
は
多
く
の
電
力
会
社
か

ら
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
を
受
け
、
自
由
に
電
力
会
社
・
電
気
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
２
０
０
０
〜
２
０
０
１
年
に

電
力
の
供
給
不
足
に
よ
っ
て
電
力
価
格
が
高
騰
し
、
電
力
危
機
が
起
こ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
３
年
に
は
送
電
網
の
管
理
の
不
備
に
よ
り
北
米

大
停
電
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
欧
・
米
と
も
に
、
料
金
は
自
由

化
後
む
し
ろ
上
昇
し
た
例
も
あ
る
な
ど
、
そ
の
評
価
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　電
力
の
小
売
の
全
面
自
由
化
や
発

送
電
分
離
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
電
気
料
金
の
規
制
が
撤
廃

さ
れ
、
複
数
の
電
力
会
社
か
ら
、
あ

た
か
も
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら

多
様
な
選
択
肢
か
ら
低
価
格
の
電
気
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
、
地
球
環
境
へ

の
貢
献
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　同
時
に
自
由
化
が
先
行
し
て
い
る
欧
米
の
状
況
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

価
格
（
料
金
値
上
が
り
）
リ
ス
ク
や
、
発
送
電
分
離
後
、
多
数
の
事
業
者

の
参
入
に
よ
り
、
需
給
調
整
の
複
雑
化
に
起
因
す
る
供
給
リ
ス
ク
（
停
電
）

等
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
極
端
に
低
い
〝
離
島
〞
の

よ
う
な
わ
が
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
が
望
ま

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　電
気
の
全
面
自
由
化
時
代
に
向
け
て
、
私
た
ち
は
、
正
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
電
気
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、
合
理
的
な
判
断
と
選
択

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
講
座
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
な

電
気
事
業

制
度
改
革

電
気
の

自
由
化
に
伴
い

新
た
な

電
気
事
業
者
が

参
入

こ
れ
ま
で
の

電
気
事
業

制
度
改
革

3・11
東
日
本
大
震
災
を

契
機
に

明
ら
か
に
な
っ
た

問
題
点

３・11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、

わ
が
国
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
と
電
気
事
業
制
度
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
や
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、２
０
１
３
年
４
月
に

「
電
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
改
革
方
針
」が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

前
号
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
第
六
講「
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
」に
続
き
、

今
回
は
、こ
れ
ま
で
の
電
気
事
業
制
度
改
革
を
振
り
返
り
、

明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
を
整
理
し
、今
回
閣
議
決
定
さ
れ
た

新
た
な
制
度
改
革
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

自
由
化
時
代
に
向
け
て
の
現
状
と
課
題
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【形態】概要種類 事業者例

一般電気事業者 東京電力、関西電力等10社【発電・送電・小売】各地域で一般の需要に応じ、
電気を供給する事業者。発電・送配電設備を自社保有。

卸電気事業者 電源開発（J-POWER）、
日本原子力発電

【発電・卸売】一般電気事業者に電気を卸売する事
業者で、200万kW超の供給設備を有する事業者。

卸供給事業者
（IPP事業者）

新日鐵住金、JX日鉱日石エネルギー、
神戸製鋼所、出光興産等

【発電・卸売】一般電気事業者に一定規模（＊1）を
超える卸売を行う事業者。

新電力
（特定規模電気事業者）

エネット、丸紅、JX日鉱日石エネルギー、
新日鉄住金エンジニアリング等

【発電・小売】特定規模需要（原則50kW以上の大口
需要）に応じ、電気を供給する事業者。

（＊1）　5年以上10万kW超、もしくは10年以上1,000kW超

おもな電気事業者
Table 1

電気事業の自由化が進
むにつれ、新規参入が
増えている。2013年9月
10日現在、新電力は100
社に達している。

　わ
が
国
は
、
電
気
事
業
法
に
よ
り

電
気
事
業
の
運
営
が
規
制
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
事
業
者

の
種
類
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

T
able 1

に
示
す
よ
う
に
、
地
域

の
電
力
会
社
（
北
海
道
電
力
か
ら
沖

縄
電
力
ま
で
の
10
社
が
あ
り
、「
一
般
電
気
事
業
者
」と
言
い
ま
す
）以
外
に
、

「
卸
電
気
事
業
者
」、「
卸
供
給
事
業
者
」、「
新
電
力
（
特
定
規
模
電
気
事

業
者
）」
な
ど
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　戦
後
、
わ
が
国
の
国
民
生
活
と
企

業
活
動
、
経
済
成
長
は
、
低
廉
で
安

定
的
な
供
給
が
な
さ
れ
て
き
た
「
電

気
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

垂
直
一
貫
体
制（
発
電
部
門
、送
配
電
部
門
、小
売
部
門
が
同
じ
電
力
会
社
）

に
よ
る
地
域
独
占
、
原
価
回
収
が
保
証
さ
れ
た
電
気
料
金
設
定
と
い
う
電

気
事
業
制
度
の
下
、
大
規
模
電
源
の
確
保
と
各
地
域
へ
の
供
給
保
障
を
実

現
し
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
状
況
に
あ
っ
て
、
国
際
的
に
割
高
な
水
準
に
あ
っ
た
わ
が
国
の
電

気
料
金
の
高
コ
ス
ト
構
造
に
関
す
る
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
１
９
９
５
（
平

成
７
）
年
に
卸
電
気
事
業
の
参
入
許
可
の
原
則
撤
廃
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
者
の

参
入
）
と
い
う
第
１
次
制
度
改
革
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
１
９
９

９
（
平
成
11
）
年
の
第
２
次
制
度
改
革
（
大
規
模
工
場
や
デ
パ
ー
ト
等
契

約
電
力
２
０
０
０
kW
以
上
の
特
別
高
圧
需
要
家
を
対
象
と
し
た
部
分
自
由

化
）、
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
の
第
３
次
制
度
改
革
（
中
規
模
工
場
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
契
約
電
力
50

　
kW
以
上
の
高
圧
需
要
家
ま
で
自
由

化
範
囲
の
拡
大
を
行
っ
た
）、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
の
第
４
次
制
度

改
革（
卸
電
力
取
引
所
の
取
引
活
性
化
に
向
け
た
改
革
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
発
電
部
門
に
お
け
る
競
争
原
理
が
導
入

さ
れ
る
と
と
も
に
、
小
売
部
門
に
お
い
て
部
分
自
由
化
が
実
現
し
、
２
０

１
１
年
時
点
で
、
全
需
要
の
62
％
が
自
由
化
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、自
由
化
市
場
に
お
け
る
新
電
力
の
シ
ェ
ア
は
、現
在
で
は
３
・

６
％
程
度
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
別
に
見
る
と
、
関
東
や
関
西
等
の

大
都
市
圏
に
お
い
て
は
比
較
的
高
い
も
の
の
、
地
方
に
お
い
て
は
非
常
に

低
く
、
ほ
と
ん
ど
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。
依
然
と
し
て
、
一
般
電
気
事

業
者
に
よ
る
事
実
上
の
独
占
と
い
う
市
場
構
造
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
太

平
洋
沿
岸
の
原
子
力
発
電
所
や
火
力

発
電
所
の
停
止
に
よ
り
、
関
東
地
区

で
は
電
力
供
給
量
が
不
足
し
、
計
画

停
電
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
後
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
全
国

の
ほ
と
ん
ど
の
原
子
力
発
電
所
の
停
止
が
続
き
、
関
西
地
区
を
中
心
に
電

力
需
給
が
ひ
つ逼

　
ぱ
く迫

し
ま
し
た
。

　さ
ら
に
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
、
電
力
供
給
の
安
定
性
や
価

格
等
、
現
行
の
電
力
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
限
界
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　２
０
１
３
年
２
月
に
発
表
さ
れ
た
政
府
の
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門

委
員
会
」
の
報
告
書
で
は
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
環
境

変
化
と
し
て
以
下
の
５
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
基
幹
電
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
原
子
力
発
電
へ
の
信
頼
が
大
き
く

揺
ら
い
だ
。

②
大
規
模
電
源
の
供
給
力
確
保
の
リ
ス
ク
、
需
給
調
整
の
柔
軟
性
の
欠
如

が
露
呈
し
た
。
節
電
等
の
需
要
側
の
工
夫
や
分
散
型
電
源
が
、
需
給
調

整
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
需
給
の
逼
迫
に
対
し
て
、
他
地
域
か
ら
の
電
気
の
融
通
で
の
対
応
に
お

い
て
、
東
西
の
周
波
数
の
違
い
、
周
波
数
変
換
設
備
や
一
部
の
連
系
線

容
量
の
制
約
等
に
よ
り
、
供
給
力
の
広
域
的
な
活
用
に
限
界
が
あ
っ
た
。

④
電
力
を
選
択
し
た
い
と
い
う
国
民
意
識
が
高
ま
り
、
ま
た
、
多
く
の
需

要
家
が
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使
用
量
の
制
約
が
大
き
な
経
済
価
値
を
持
つ

こ
と
に
気
が
付
い
た
。

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
多
様
な
供
給
力

の
活
用
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
い
っ
そ
う
の
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
高
い
需
給
調
整
能
力
や

地
域
を
連
系
す
る
送
配
電
網
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

　３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
れ
ら
の
問
題
点

に
対
し
て
、
以
下
の
３
つ
の
目
的
か

ら
な
る
新
た
な
電
気
事
業
制
度
お
よ

び
電
力
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

①
安
定
供
給
を
確
保
す
る

②
電
気
料
金
を
最
大
限
抑
制
す
る

③
需
要
家
の
選
択
肢
や
事
業
者
の
事
業
機
会
を
拡
大
す
る

　検
討
の
結
果
、
以
下
の
３
段
階
に
よ
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
方
針
が
示

さ
れ
、
２
０
１
３
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の
設
立
│
│
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
を
目
途

　平
常
時
、
災
害
等
に
よ
る
需
給
逼
迫
時
を
問
わ
ず
、
需
給
調
整
を
行
う

「
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
定
供

給
体
制
の
抜
本
的
強
化
、
電
力
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
た
め
、
従
来
の
区
域

（
エ
リ
ア
）
概
念
を
超
え
た
全
国
規
模
で
の
需
給
調
整
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
│
│
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
を
目
途

　家
庭
部
門
を
含
め
た
す
べ
て
の
需
要
家
が
電
力
供
給
会
社
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
小
売
の
全
面
自
由
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
従
来
企
業
が
行
っ
て
き
た
よ
う
に
家
庭
も
自
由
に
電
力

会
社
を
選
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
電
に
お

い
て
も
卸
規
制
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

③
発
送
電
分
離
│
│
２
０
１
８
（
平
成
30
）〜
２
０
２
０
（
平
成
32
）
年

を
目
途

　電
力
会
社
の
送
配
電
部
門
を
別
会
社
に
す
る
発
送
電
分
離
が
行
わ
れ
ま

す
。
発
電
事
業
者
や
小
売
電
気
事
業
者
が
公
平
に
送
配
電
線
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、電
気
の
小
売
料
金
の
規
制
が
完
全
撤
廃
さ
れ
、

競
争
原
理
で
電
気
料
金
が
決
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　わ
が
国
の
電
気
事
業
は
、
地
域
別

分
割
、地
域
独
占
、発
送
電
一
貫
経
営
、

民
営
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
欧
米
と

比
べ
て
自
由
化
の
導
入
が
遅
れ
て
い

ま
し
た
。

　欧
州
は
、Ｅ
Ｕ
電
力
指
令
（
加
盟
国
の
共
通
規
則
）
に
よ
り
１
９
９
６

年
に
小
売
市
場
の
段
階
的
な
自
由
化
が
始
ま
り
、
２
０
０
７
年
ま
で
に
す

べ
て
の
需
要
家
を
対
象
と
し
た
小
売
自
由
化
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
米
国
は
州
単
位
で
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
１
９
９
７
年

に
北
東
部
の
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
で
産
業
用
需
要
家
に
限
定
し
た
自
由

化
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
２
０
１
１
年
１
月
現
在
で
、
自
由
化
さ
れ
た
の

は
15
州
＋
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
資
料
に
よ
る
）。
自
由
化
に
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
は
多
く
の
電
力
会
社
か

ら
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
を
受
け
、
自
由
に
電
力
会
社
・
電
気
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
２
０
０
０
〜
２
０
０
１
年
に

電
力
の
供
給
不
足
に
よ
っ
て
電
力
価
格
が
高
騰
し
、
電
力
危
機
が
起
こ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
３
年
に
は
送
電
網
の
管
理
の
不
備
に
よ
り
北
米

大
停
電
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
欧
・
米
と
も
に
、
料
金
は
自
由

化
後
む
し
ろ
上
昇
し
た
例
も
あ
る
な
ど
、
そ
の
評
価
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　電
力
の
小
売
の
全
面
自
由
化
や
発

送
電
分
離
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
電
気
料
金
の
規
制
が
撤
廃

さ
れ
、
複
数
の
電
力
会
社
か
ら
、
あ

た
か
も
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら

多
様
な
選
択
肢
か
ら
低
価
格
の
電
気
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
、
地
球
環
境
へ

の
貢
献
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　同
時
に
自
由
化
が
先
行
し
て
い
る
欧
米
の
状
況
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

価
格
（
料
金
値
上
が
り
）
リ
ス
ク
や
、
発
送
電
分
離
後
、
多
数
の
事
業
者

の
参
入
に
よ
り
、
需
給
調
整
の
複
雑
化
に
起
因
す
る
供
給
リ
ス
ク
（
停
電
）

等
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
極
端
に
低
い
〝
離
島
〞
の

よ
う
な
わ
が
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
が
望
ま

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　電
気
の
全
面
自
由
化
時
代
に
向
け
て
、
私
た
ち
は
、
正
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
電
気
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、
合
理
的
な
判
断
と
選
択

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
講
座
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
な

電
気
事
業

制
度
改
革

電
気
の

自
由
化
に
伴
い

新
た
な

電
気
事
業
者
が

参
入

こ
れ
ま
で
の

電
気
事
業

制
度
改
革

3・11
東
日
本
大
震
災
を

契
機
に

明
ら
か
に
な
っ
た

問
題
点

３・11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、

わ
が
国
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
と
電
気
事
業
制
度
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
や
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、２
０
１
３
年
４
月
に

「
電
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
改
革
方
針
」が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

前
号
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
第
六
講「
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
」に
続
き
、

今
回
は
、こ
れ
ま
で
の
電
気
事
業
制
度
改
革
を
振
り
返
り
、

明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
を
整
理
し
、今
回
閣
議
決
定
さ
れ
た

新
た
な
制
度
改
革
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

自
由
化
時
代
に
向
け
て
の
現
状
と
課
題
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【形態】概要種類 事業者例

一般電気事業者 東京電力、関西電力等10社【発電・送電・小売】各地域で一般の需要に応じ、
電気を供給する事業者。発電・送配電設備を自社保有。

卸電気事業者 電源開発（J-POWER）、
日本原子力発電

【発電・卸売】一般電気事業者に電気を卸売する事
業者で、200万kW超の供給設備を有する事業者。

卸供給事業者
（IPP事業者）

新日鐵住金、JX日鉱日石エネルギー、
神戸製鋼所、出光興産等

【発電・卸売】一般電気事業者に一定規模（＊1）を
超える卸売を行う事業者。

新電力
（特定規模電気事業者）

エネット、丸紅、JX日鉱日石エネルギー、
新日鉄住金エンジニアリング等

【発電・小売】特定規模需要（原則50kW以上の大口
需要）に応じ、電気を供給する事業者。

（＊1）　5年以上10万kW超、もしくは10年以上1,000kW超

おもな電気事業者
Table 1

電気事業の自由化が進
むにつれ、新規参入が
増えている。2013年9月
10日現在、新電力は100
社に達している。



　わ
が
国
は
、
電
気
事
業
法
に
よ
り

電
気
事
業
の
運
営
が
規
制
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
事
業
者

の
種
類
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

T
able 1

に
示
す
よ
う
に
、
地
域

の
電
力
会
社
（
北
海
道
電
力
か
ら
沖

縄
電
力
ま
で
の
10
社
が
あ
り
、「
一
般
電
気
事
業
者
」と
言
い
ま
す
）以
外
に
、

「
卸
電
気
事
業
者
」、「
卸
供
給
事
業
者
」、「
新
電
力
（
特
定
規
模
電
気
事

業
者
）」
な
ど
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　戦
後
、
わ
が
国
の
国
民
生
活
と
企

業
活
動
、
経
済
成
長
は
、
低
廉
で
安

定
的
な
供
給
が
な
さ
れ
て
き
た
「
電

気
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

垂
直
一
貫
体
制（
発
電
部
門
、送
配
電
部
門
、小
売
部
門
が
同
じ
電
力
会
社
）

に
よ
る
地
域
独
占
、
原
価
回
収
が
保
証
さ
れ
た
電
気
料
金
設
定
と
い
う
電

気
事
業
制
度
の
下
、
大
規
模
電
源
の
確
保
と
各
地
域
へ
の
供
給
保
障
を
実

現
し
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
状
況
に
あ
っ
て
、
国
際
的
に
割
高
な
水
準
に
あ
っ
た
わ
が
国
の
電

気
料
金
の
高
コ
ス
ト
構
造
に
関
す
る
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
１
９
９
５
（
平

成
７
）
年
に
卸
電
気
事
業
の
参
入
許
可
の
原
則
撤
廃
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
者
の

参
入
）
と
い
う
第
１
次
制
度
改
革
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
１
９
９

９
（
平
成
11
）
年
の
第
２
次
制
度
改
革
（
大
規
模
工
場
や
デ
パ
ー
ト
等
契

約
電
力
２
０
０
０
kW
以
上
の
特
別
高
圧
需
要
家
を
対
象
と
し
た
部
分
自
由

化
）、
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
の
第
３
次
制
度
改
革
（
中
規
模
工
場
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
契
約
電
力
50

　
kW
以
上
の
高
圧
需
要
家
ま
で
自
由

化
範
囲
の
拡
大
を
行
っ
た
）、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
の
第
４
次
制
度

改
革（
卸
電
力
取
引
所
の
取
引
活
性
化
に
向
け
た
改
革
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
発
電
部
門
に
お
け
る
競
争
原
理
が
導
入

さ
れ
る
と
と
も
に
、
小
売
部
門
に
お
い
て
部
分
自
由
化
が
実
現
し
、
２
０

１
１
年
時
点
で
、
全
需
要
の
62
％
が
自
由
化
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、自
由
化
市
場
に
お
け
る
新
電
力
の
シ
ェ
ア
は
、現
在
で
は
３
・

６
％
程
度
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
別
に
見
る
と
、
関
東
や
関
西
等
の

大
都
市
圏
に
お
い
て
は
比
較
的
高
い
も
の
の
、
地
方
に
お
い
て
は
非
常
に

低
く
、
ほ
と
ん
ど
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。
依
然
と
し
て
、
一
般
電
気
事

業
者
に
よ
る
事
実
上
の
独
占
と
い
う
市
場
構
造
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
太

平
洋
沿
岸
の
原
子
力
発
電
所
や
火
力

発
電
所
の
停
止
に
よ
り
、
関
東
地
区

で
は
電
力
供
給
量
が
不
足
し
、
計
画

停
電
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
後
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
全
国

の
ほ
と
ん
ど
の
原
子
力
発
電
所
の
停
止
が
続
き
、
関
西
地
区
を
中
心
に
電

力
需
給
が
ひ
つ逼

　
ぱ
く迫

し
ま
し
た
。

　さ
ら
に
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
、
電
力
供
給
の
安
定
性
や
価

格
等
、
現
行
の
電
力
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
限
界
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　２
０
１
３
年
２
月
に
発
表
さ
れ
た
政
府
の
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門

委
員
会
」
の
報
告
書
で
は
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
環
境

変
化
と
し
て
以
下
の
５
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
基
幹
電
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
原
子
力
発
電
へ
の
信
頼
が
大
き
く

揺
ら
い
だ
。

②
大
規
模
電
源
の
供
給
力
確
保
の
リ
ス
ク
、
需
給
調
整
の
柔
軟
性
の
欠
如

が
露
呈
し
た
。
節
電
等
の
需
要
側
の
工
夫
や
分
散
型
電
源
が
、
需
給
調

整
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
需
給
の
逼
迫
に
対
し
て
、
他
地
域
か
ら
の
電
気
の
融
通
で
の
対
応
に
お

い
て
、
東
西
の
周
波
数
の
違
い
、
周
波
数
変
換
設
備
や
一
部
の
連
系
線

容
量
の
制
約
等
に
よ
り
、
供
給
力
の
広
域
的
な
活
用
に
限
界
が
あ
っ
た
。

④
電
力
を
選
択
し
た
い
と
い
う
国
民
意
識
が
高
ま
り
、
ま
た
、
多
く
の
需

要
家
が
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使
用
量
の
制
約
が
大
き
な
経
済
価
値
を
持
つ

こ
と
に
気
が
付
い
た
。

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
多
様
な
供
給
力

の
活
用
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
い
っ
そ
う
の
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
高
い
需
給
調
整
能
力
や

地
域
を
連
系
す
る
送
配
電
網
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

　３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
れ
ら
の
問
題
点

に
対
し
て
、
以
下
の
３
つ
の
目
的
か

ら
な
る
新
た
な
電
気
事
業
制
度
お
よ

び
電
力
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

①
安
定
供
給
を
確
保
す
る

②
電
気
料
金
を
最
大
限
抑
制
す
る

③
需
要
家
の
選
択
肢
や
事
業
者
の
事
業
機
会
を
拡
大
す
る

　検
討
の
結
果
、
以
下
の
３
段
階
に
よ
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
方
針
が
示

さ
れ
、
２
０
１
３
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の
設
立
│
│
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
を
目
途

　平
常
時
、
災
害
等
に
よ
る
需
給
逼
迫
時
を
問
わ
ず
、
需
給
調
整
を
行
う

「
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
定
供

給
体
制
の
抜
本
的
強
化
、
電
力
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
た
め
、
従
来
の
区
域

（
エ
リ
ア
）
概
念
を
超
え
た
全
国
規
模
で
の
需
給
調
整
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
│
│
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
を
目
途

　家
庭
部
門
を
含
め
た
す
べ
て
の
需
要
家
が
電
力
供
給
会
社
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
小
売
の
全
面
自
由
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
従
来
企
業
が
行
っ
て
き
た
よ
う
に
家
庭
も
自
由
に
電
力

会
社
を
選
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
電
に
お

い
て
も
卸
規
制
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

③
発
送
電
分
離
│
│
２
０
１
８
（
平
成
30
）〜
２
０
２
０
（
平
成
32
）
年

を
目
途

　電
力
会
社
の
送
配
電
部
門
を
別
会
社
に
す
る
発
送
電
分
離
が
行
わ
れ
ま

す
。
発
電
事
業
者
や
小
売
電
気
事
業
者
が
公
平
に
送
配
電
線
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、電
気
の
小
売
料
金
の
規
制
が
完
全
撤
廃
さ
れ
、

競
争
原
理
で
電
気
料
金
が
決
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　わ
が
国
の
電
気
事
業
は
、
地
域
別

分
割
、地
域
独
占
、発
送
電
一
貫
経
営
、

民
営
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
欧
米
と

比
べ
て
自
由
化
の
導
入
が
遅
れ
て
い

ま
し
た
。

　欧
州
は
、Ｅ
Ｕ
電
力
指
令
（
加
盟
国
の
共
通
規
則
）
に
よ
り
１
９
９
６

年
に
小
売
市
場
の
段
階
的
な
自
由
化
が
始
ま
り
、
２
０
０
７
年
ま
で
に
す

べ
て
の
需
要
家
を
対
象
と
し
た
小
売
自
由
化
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
米
国
は
州
単
位
で
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
１
９
９
７
年

に
北
東
部
の
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
で
産
業
用
需
要
家
に
限
定
し
た
自
由

化
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
２
０
１
１
年
１
月
現
在
で
、
自
由
化
さ
れ
た
の

は
15
州
＋
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
資
料
に
よ
る
）。
自
由
化
に
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
は
多
く
の
電
力
会
社
か

ら
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
を
受
け
、
自
由
に
電
力
会
社
・
電
気
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
２
０
０
０
〜
２
０
０
１
年
に

電
力
の
供
給
不
足
に
よ
っ
て
電
力
価
格
が
高
騰
し
、
電
力
危
機
が
起
こ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
３
年
に
は
送
電
網
の
管
理
の
不
備
に
よ
り
北
米

大
停
電
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
欧
・
米
と
も
に
、
料
金
は
自
由

化
後
む
し
ろ
上
昇
し
た
例
も
あ
る
な
ど
、
そ
の
評
価
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　電
力
の
小
売
の
全
面
自
由
化
や
発

送
電
分
離
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
電
気
料
金
の
規
制
が
撤
廃

さ
れ
、
複
数
の
電
力
会
社
か
ら
、
あ

た
か
も
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら

多
様
な
選
択
肢
か
ら
低
価
格
の
電
気
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
、
地
球
環
境
へ

の
貢
献
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　同
時
に
自
由
化
が
先
行
し
て
い
る
欧
米
の
状
況
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

価
格
（
料
金
値
上
が
り
）
リ
ス
ク
や
、
発
送
電
分
離
後
、
多
数
の
事
業
者

の
参
入
に
よ
り
、
需
給
調
整
の
複
雑
化
に
起
因
す
る
供
給
リ
ス
ク
（
停
電
）

等
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
極
端
に
低
い
〝
離
島
〞
の

よ
う
な
わ
が
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
が
望
ま

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　電
気
の
全
面
自
由
化
時
代
に
向
け
て
、
私
た
ち
は
、
正
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
電
気
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、
合
理
的
な
判
断
と
選
択

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
講
座
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

56CEL November 201357 CEL November 2013

欧
米
で
の

自
由
化
の

状
況

電
気
を
選
べ
る

リ
テ
ラ
シ
ー
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
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　電
気
事
業
で
は
発
電
と
消
費
が
一
致
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、
安

定
的
な
供
給
の
確
保
と
有
効
な
市
場
競
争
の
た
め
に
は
、
需
要
変
動
に

耐
え
ら
れ
る
発
電
容
量
が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
発
電
施
設
は
相
対

的
に
巨
額
で
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
い
た
め
、
変
動
が
大
き
い
実
需
だ
け

の
市
場
評
価
で
は
、
十
分
な
発
電
容
量
が
確
保
さ
れ
な
い
可
能
性
が
大

き
い
。
そ
れ
を
回
避
す
る
に
は
、
市
場
の
実
需
と
は
別
に

発
電
容
量
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
が
必
要
に
な
る
。

　わ
が
国
の
シ
ス
テ
ム
改
革
の
考
え
方
で
は
、
小
売
事
業

者
に
対
し
需
要
に
応
じ
た
発
電
容
量
の
確
保
を
義
務
づ
け

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
将
来
発
電
で
き
る
能
力
に
つ
い

て
系
統
運
用
者
、
小
売
事
業
者
等
が
取
引
で
き
る
市
場
（
容
量
市
場
）
の

創
設
が
必
要
と
の
指
摘
が
あ
る
。
た
だ
、
問
題
は
、
欧
米
の
前
例
か
ら
見

る
と
、
こ
の
容
量
市
場
が
簡
単
に
機
能
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
容
量
市
場

の
価
格
は
そ
の
市
場
の
需
給
を
反
映
し
て
上
下
す
る
が
、
例
え
ば
ア
メ
リ

カ
北
東
部
の
独
立
系
統
運
用
機
関
の
事
例
で
は
、
価
格
の
変
動
が
大
き
く
、

や
は
り
投
資
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、
公
的
な
入
札
制

度
に
よ
る
容
量
確
保
等
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
過

度
に
政
府
が
介
入
す
れ
ば
本
来
の
シ
ス
テ
ム
改
革
の
意
義
に

反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
慎
重
な
検
討
を
望
む
。

山
内 

弘
隆

一
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大
学
大
学
院
商
学
研
究
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教
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保
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自由化する電力の小売事業
Chart 1

正式名称「特定規模電
気事業者」。特定規模需
要（原則50kW以上の大
口需要）に応じ、電気
を供給する事業者。

住宅中工場

柱上変圧器
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小売自由化が進んでいる
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新電力は一般電気事業
者の送電ネットワーク
を借りて需要家に電気
を届けるため、借用料
として託送料を支払う。
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電力の小売事業は、
電気事業法による参入規制によって

「一般電気事業者」が地域の小売供給を独占してきたが、
規制緩和により、家庭用など一部を除き

自由化が進んでいる。

通称「10電力会社」。東
京電力、関西電力など
地域ごとに、垂直一貫
体制により、発電部門
も送配電部門も同じ電
力会社によって地域独
占をしてきた。

一般電気事業者

発電部門 小売部門

　わ
が
国
は
、
電
気
事
業
法
に
よ
り

電
気
事
業
の
運
営
が
規
制
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
事
業
者

の
種
類
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

T
able 1

に
示
す
よ
う
に
、
地
域

の
電
力
会
社
（
北
海
道
電
力
か
ら
沖

縄
電
力
ま
で
の
10
社
が
あ
り
、「
一
般
電
気
事
業
者
」と
言
い
ま
す
）以
外
に
、

「
卸
電
気
事
業
者
」、「
卸
供
給
事
業
者
」、「
新
電
力
（
特
定
規
模
電
気
事

業
者
）」
な
ど
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　戦
後
、
わ
が
国
の
国
民
生
活
と
企

業
活
動
、
経
済
成
長
は
、
低
廉
で
安

定
的
な
供
給
が
な
さ
れ
て
き
た
「
電

気
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

垂
直
一
貫
体
制（
発
電
部
門
、送
配
電
部
門
、小
売
部
門
が
同
じ
電
力
会
社
）

に
よ
る
地
域
独
占
、
原
価
回
収
が
保
証
さ
れ
た
電
気
料
金
設
定
と
い
う
電

気
事
業
制
度
の
下
、
大
規
模
電
源
の
確
保
と
各
地
域
へ
の
供
給
保
障
を
実

現
し
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
状
況
に
あ
っ
て
、
国
際
的
に
割
高
な
水
準
に
あ
っ
た
わ
が
国
の
電

気
料
金
の
高
コ
ス
ト
構
造
に
関
す
る
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
１
９
９
５
（
平

成
７
）
年
に
卸
電
気
事
業
の
参
入
許
可
の
原
則
撤
廃
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
者
の

参
入
）
と
い
う
第
１
次
制
度
改
革
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
１
９
９

９
（
平
成
11
）
年
の
第
２
次
制
度
改
革
（
大
規
模
工
場
や
デ
パ
ー
ト
等
契

約
電
力
２
０
０
０
kW
以
上
の
特
別
高
圧
需
要
家
を
対
象
と
し
た
部
分
自
由

化
）、
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
の
第
３
次
制
度
改
革
（
中
規
模
工
場
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
契
約
電
力
50

　
kW
以
上
の
高
圧
需
要
家
ま
で
自
由

化
範
囲
の
拡
大
を
行
っ
た
）、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
の
第
４
次
制
度

改
革（
卸
電
力
取
引
所
の
取
引
活
性
化
に
向
け
た
改
革
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
発
電
部
門
に
お
け
る
競
争
原
理
が
導
入

さ
れ
る
と
と
も
に
、
小
売
部
門
に
お
い
て
部
分
自
由
化
が
実
現
し
、
２
０

１
１
年
時
点
で
、
全
需
要
の
62
％
が
自
由
化
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、自
由
化
市
場
に
お
け
る
新
電
力
の
シ
ェ
ア
は
、現
在
で
は
３
・

６
％
程
度
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
別
に
見
る
と
、
関
東
や
関
西
等
の

大
都
市
圏
に
お
い
て
は
比
較
的
高
い
も
の
の
、
地
方
に
お
い
て
は
非
常
に

低
く
、
ほ
と
ん
ど
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。
依
然
と
し
て
、
一
般
電
気
事

業
者
に
よ
る
事
実
上
の
独
占
と
い
う
市
場
構
造
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
太

平
洋
沿
岸
の
原
子
力
発
電
所
や
火
力

発
電
所
の
停
止
に
よ
り
、
関
東
地
区

で
は
電
力
供
給
量
が
不
足
し
、
計
画

停
電
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
後
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
全
国

の
ほ
と
ん
ど
の
原
子
力
発
電
所
の
停
止
が
続
き
、
関
西
地
区
を
中
心
に
電

力
需
給
が
ひ
つ逼

　
ぱ
く迫

し
ま
し
た
。

　さ
ら
に
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
、
電
力
供
給
の
安
定
性
や
価

格
等
、
現
行
の
電
力
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
限
界
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　２
０
１
３
年
２
月
に
発
表
さ
れ
た
政
府
の
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門

委
員
会
」
の
報
告
書
で
は
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
環
境

変
化
と
し
て
以
下
の
５
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
基
幹
電
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
原
子
力
発
電
へ
の
信
頼
が
大
き
く

揺
ら
い
だ
。

②
大
規
模
電
源
の
供
給
力
確
保
の
リ
ス
ク
、
需
給
調
整
の
柔
軟
性
の
欠
如

が
露
呈
し
た
。
節
電
等
の
需
要
側
の
工
夫
や
分
散
型
電
源
が
、
需
給
調

整
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
需
給
の
逼
迫
に
対
し
て
、
他
地
域
か
ら
の
電
気
の
融
通
で
の
対
応
に
お

い
て
、
東
西
の
周
波
数
の
違
い
、
周
波
数
変
換
設
備
や
一
部
の
連
系
線

容
量
の
制
約
等
に
よ
り
、
供
給
力
の
広
域
的
な
活
用
に
限
界
が
あ
っ
た
。

④
電
力
を
選
択
し
た
い
と
い
う
国
民
意
識
が
高
ま
り
、
ま
た
、
多
く
の
需

要
家
が
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使
用
量
の
制
約
が
大
き
な
経
済
価
値
を
持
つ

こ
と
に
気
が
付
い
た
。

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
多
様
な
供
給
力

の
活
用
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
い
っ
そ
う
の
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
高
い
需
給
調
整
能
力
や

地
域
を
連
系
す
る
送
配
電
網
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

　３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
れ
ら
の
問
題
点

に
対
し
て
、
以
下
の
３
つ
の
目
的
か

ら
な
る
新
た
な
電
気
事
業
制
度
お
よ

び
電
力
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

①
安
定
供
給
を
確
保
す
る

②
電
気
料
金
を
最
大
限
抑
制
す
る

③
需
要
家
の
選
択
肢
や
事
業
者
の
事
業
機
会
を
拡
大
す
る

　検
討
の
結
果
、
以
下
の
３
段
階
に
よ
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
方
針
が
示

さ
れ
、
２
０
１
３
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の
設
立
│
│
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
を
目
途

　平
常
時
、
災
害
等
に
よ
る
需
給
逼
迫
時
を
問
わ
ず
、
需
給
調
整
を
行
う

「
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
定
供

給
体
制
の
抜
本
的
強
化
、
電
力
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
た
め
、
従
来
の
区
域

（
エ
リ
ア
）
概
念
を
超
え
た
全
国
規
模
で
の
需
給
調
整
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
│
│
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
を
目
途

　家
庭
部
門
を
含
め
た
す
べ
て
の
需
要
家
が
電
力
供
給
会
社
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
小
売
の
全
面
自
由
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
従
来
企
業
が
行
っ
て
き
た
よ
う
に
家
庭
も
自
由
に
電
力

会
社
を
選
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
電
に
お

い
て
も
卸
規
制
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

③
発
送
電
分
離
│
│
２
０
１
８
（
平
成
30
）〜
２
０
２
０
（
平
成
32
）
年

を
目
途

　電
力
会
社
の
送
配
電
部
門
を
別
会
社
に
す
る
発
送
電
分
離
が
行
わ
れ
ま

す
。
発
電
事
業
者
や
小
売
電
気
事
業
者
が
公
平
に
送
配
電
線
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、電
気
の
小
売
料
金
の
規
制
が
完
全
撤
廃
さ
れ
、

競
争
原
理
で
電
気
料
金
が
決
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　わ
が
国
の
電
気
事
業
は
、
地
域
別

分
割
、地
域
独
占
、発
送
電
一
貫
経
営
、

民
営
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
欧
米
と

比
べ
て
自
由
化
の
導
入
が
遅
れ
て
い

ま
し
た
。

　欧
州
は
、Ｅ
Ｕ
電
力
指
令
（
加
盟
国
の
共
通
規
則
）
に
よ
り
１
９
９
６

年
に
小
売
市
場
の
段
階
的
な
自
由
化
が
始
ま
り
、
２
０
０
７
年
ま
で
に
す

べ
て
の
需
要
家
を
対
象
と
し
た
小
売
自
由
化
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
米
国
は
州
単
位
で
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
１
９
９
７
年

に
北
東
部
の
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
で
産
業
用
需
要
家
に
限
定
し
た
自
由

化
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
２
０
１
１
年
１
月
現
在
で
、
自
由
化
さ
れ
た
の

は
15
州
＋
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
資
料
に
よ
る
）。
自
由
化
に
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
は
多
く
の
電
力
会
社
か

ら
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
を
受
け
、
自
由
に
電
力
会
社
・
電
気
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
２
０
０
０
〜
２
０
０
１
年
に

電
力
の
供
給
不
足
に
よ
っ
て
電
力
価
格
が
高
騰
し
、
電
力
危
機
が
起
こ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
３
年
に
は
送
電
網
の
管
理
の
不
備
に
よ
り
北
米

大
停
電
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
欧
・
米
と
も
に
、
料
金
は
自
由

化
後
む
し
ろ
上
昇
し
た
例
も
あ
る
な
ど
、
そ
の
評
価
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　電
力
の
小
売
の
全
面
自
由
化
や
発

送
電
分
離
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
電
気
料
金
の
規
制
が
撤
廃

さ
れ
、
複
数
の
電
力
会
社
か
ら
、
あ

た
か
も
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら

多
様
な
選
択
肢
か
ら
低
価
格
の
電
気
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
、
地
球
環
境
へ

の
貢
献
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　同
時
に
自
由
化
が
先
行
し
て
い
る
欧
米
の
状
況
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

価
格
（
料
金
値
上
が
り
）
リ
ス
ク
や
、
発
送
電
分
離
後
、
多
数
の
事
業
者

の
参
入
に
よ
り
、
需
給
調
整
の
複
雑
化
に
起
因
す
る
供
給
リ
ス
ク
（
停
電
）

等
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
極
端
に
低
い
〝
離
島
〞
の

よ
う
な
わ
が
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
が
望
ま

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　電
気
の
全
面
自
由
化
時
代
に
向
け
て
、
私
た
ち
は
、
正
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
電
気
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、
合
理
的
な
判
断
と
選
択

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
講
座
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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欧
米
で
の

自
由
化
の

状
況

電
気
を
選
べ
る

リ
テ
ラ
シ
ー
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
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　電
気
事
業
で
は
発
電
と
消
費
が
一
致
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、
安

定
的
な
供
給
の
確
保
と
有
効
な
市
場
競
争
の
た
め
に
は
、
需
要
変
動
に

耐
え
ら
れ
る
発
電
容
量
が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
発
電
施
設
は
相
対

的
に
巨
額
で
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
い
た
め
、
変
動
が
大
き
い
実
需
だ
け

の
市
場
評
価
で
は
、
十
分
な
発
電
容
量
が
確
保
さ
れ
な
い
可
能
性
が
大

き
い
。
そ
れ
を
回
避
す
る
に
は
、
市
場
の
実
需
と
は
別
に

発
電
容
量
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
が
必
要
に
な
る
。

　わ
が
国
の
シ
ス
テ
ム
改
革
の
考
え
方
で
は
、
小
売
事
業

者
に
対
し
需
要
に
応
じ
た
発
電
容
量
の
確
保
を
義
務
づ
け

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
将
来
発
電
で
き
る
能
力
に
つ
い

て
系
統
運
用
者
、
小
売
事
業
者
等
が
取
引
で
き
る
市
場
（
容
量
市
場
）
の

創
設
が
必
要
と
の
指
摘
が
あ
る
。
た
だ
、
問
題
は
、
欧
米
の
前
例
か
ら
見

る
と
、
こ
の
容
量
市
場
が
簡
単
に
機
能
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
容
量
市
場

の
価
格
は
そ
の
市
場
の
需
給
を
反
映
し
て
上
下
す
る
が
、
例
え
ば
ア
メ
リ

カ
北
東
部
の
独
立
系
統
運
用
機
関
の
事
例
で
は
、
価
格
の
変
動
が
大
き
く
、

や
は
り
投
資
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、
公
的
な
入
札
制

度
に
よ
る
容
量
確
保
等
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
過

度
に
政
府
が
介
入
す
れ
ば
本
来
の
シ
ス
テ
ム
改
革
の
意
義
に

反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
慎
重
な
検
討
を
望
む
。
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自由化する電力の小売事業
Chart 1

正式名称「特定規模電
気事業者」。特定規模需
要（原則50kW以上の大
口需要）に応じ、電気
を供給する事業者。

住宅中工場

柱上変圧器

低圧高圧超高圧
2000年から自由化 2004年から自由化 2016年から自由化予定

Factory

小売自由化が進んでいる
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大工場
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House

新電力は一般電気事業
者の送電ネットワーク
を借りて需要家に電気
を届けるため、借用料
として託送料を支払う。
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電力の小売事業は、
電気事業法による参入規制によって

「一般電気事業者」が地域の小売供給を独占してきたが、
規制緩和により、家庭用など一部を除き

自由化が進んでいる。

通称「10電力会社」。東
京電力、関西電力など
地域ごとに、垂直一貫
体制により、発電部門
も送配電部門も同じ電
力会社によって地域独
占をしてきた。

一般電気事業者

発電部門 小売部門


